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１． 研究計画の概要  

喉頭亜全摘手術術を行った症例がどのよ
うな術後経過を取り、喉頭機能を再獲得して
行くか解析する。高速度撮影、三次元ＣＴ再
構築、音声機能検査の推移などを活用して行
われる。喉頭亜全摘出術後の喉頭形態のみで
なく生理的機能についても解析する。 

 

２． 研究の進捗状況 

研究３年目を終えるにあたり、具体的な結
果が発表されている。症例の集積も順調であ
り、2011年の時点で 80症例が集積されてい
る。喉頭機能の解析は進み、音源の定位、披
裂部の三次元移動、術後経過の動向など、症
例管理に反映されている。 

 

３． 現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。高速度撮
影による音源定位は検討症例の 90％以上で
特定の音源が検出された。三次元 CTによる
披裂部の可動性の解析では前内方の移動が
重要であることが明らかとなった。手術後の
切除断端、合併症の解析でも新たな事実が明
らかとなった。 

最終年度の総括を視野に入れてさらに検
討を深めている。症例の集積、研究結果の発
表、論文化は順調に進められている。 

 

４． 今後の研究の推進方策 
研究の総括、課題、新たな研究プロジェク

トの立案段階に来ている。過去３年間の研究
結果を総合的に評価し、新たね課題が幾つか
挙げられる。課題をさらに評価し、次の研究
へ反映させたいと考えている。 
 
 

５. 代表的な研究成果 
 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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